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学
生
ら
400
人
鑑
賞

　
映
画
『
疎
開
し
た
40
万
冊

の
図
書
』
の
上
映
会
が
４
月

24
、
25
の
両
日
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
学

生
、
市
民
ら
約
４
０
０
人
が

鑑
賞
し
た
。

　
映
画
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
中
の
１
９
４
４
年
か
ら
45

年
に
か
け
て
、
東
京
・
日
比

谷
図
書
館
の
蔵
書
を
、
戦
火

か
ら
守
る
た
め
疎
開
さ
せ
た

史
実
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
（
２
０
１
３
年
）。

　
戦
況
の
悪
化
で
本
を
運
ぶ

人
手
や
道
具
も
不
足
す
る
な

か
、
都
立
一
中
（
現
・
日
比

谷
高
）
の
生
徒
ら
が
、
日
比

谷
か
ら
約
50
㌔
離
れ
た
奥
多

摩
・
多
西
村
（
現
あ
き
る
野

市
）
な
ど
の
民
家
や
土
蔵

に
、
大
八
車
（
人
力
荷
車
）

な
ど
を
使
っ
て
本
を
運
び
込

ん
だ
。
45
年
５
月
の
空
襲
で

日
比
谷
図
書
館
は
焼
失
し
た

が
、
疎
開
し
た
約
40
万
冊
は

生
き
延
び
た
。

　
疎
開
を
指
揮
し
た
日
比
谷

図
書
館
館
長
（
当
時
）
の
中

田
邦
造
氏
の
発
言
記
録
や
運

搬
に
参
加
し
た
生
徒
、
蔵
書

を
か
く
ま
っ
た
土
蔵
の
持
ち

主
、
東
京
大
空
襲
を
経
験
し

た
作
家
の
早
乙
女
勝
元
氏
ら

の
証
言
に
よ
り
、
命
が
け
で

本
の
文
化
を
守
っ
た
人
々
の

姿
を
描
き
出
し
た
。

　
上
映
会
の
後
、
植
村
八
潮

文
学
部
教
授
（
出
版
学
）
が

当
時
の
時
代
背
景
を
解
説

し
、
言
論
統
制
や
思
想
、
学

問
、
宗
教
弾
圧
に
よ
る
焚ふ

ん
し
ょ書

の
歴
史
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
中
村
瑠
那
さ
ん
（
文
２
）

は
「
本
を
避
難
さ
せ
た
の
が

私
た
ち
と
同
じ
年
代
の
若
者

で
あ
る
こ
と
に
驚
い
た
。
中

田
館
長
の
『
こ
の
使
命
の
た

め
な
ら
、
命
を
落
と
し
て
も

悔
い
は
な
い
』
と
い
う
言
葉

が
胸
に
響
い
た
」
と
語
る
。

　
ま
た
、
村
田
咲
月
さ
ん

（
文
２
）
は
「
戦
争
中
に
本

を
読
み
、
必
死
で
守
る
人
た

ち
が
い
た
こ
と
に
感
動
し

た
。
そ
の
姿
勢
を
受
け
継
ぎ

た
い
」
と
話
し
た
。

　
上
映
会
は
図
書
館
本
館
で

開
催
中
の
企
画
展
「
時
代
に

ゆ
れ
た
表
現
の
自
由
｜
江
戸

か
ら
平
成
、
そ
し
て
〇
〇

｜
」
の
関
連
企
画
。

日
本
の
金
融
シ
ス
テ
ム

小
藤
康
夫
著

　
銀
行
で
あ
れ
保
険
会
社
で

あ
れ
、
あ
る
程
度
の
利
益
を

確
保
し
な
け
れ
ば
経
営
は
い

ず
れ
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま

う
。
健
全
な
経
営
を
展
開
す

る
う
え
で
も
利
益
の
確
保
は

経
営
の
大
前
提
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
２
０
１
３
年

４
月
に
日
銀
の
異
次
元
緩
和

策
が
始
ま
る
と
、
超
低
金
利

の
運
用
環
境
か
ら
銀
行
も
保

険
会
社
も
十
分
な
利
益
を
確

保
す
る
の
が
難
し
く
な
っ

た
。

　
そ
の
た
め
今
日
の
金
融
機

関
は
不
安
定
な
状
態
に
追
い

詰
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
状

態
が
い
つ
ま
で
も
続
け
ば
金

融
機
関
の
経
営
破
綻
が
起
き

る
可
能
性
が
強
ま
り
、
金
融

シ
ス
テ
ム
の
不
安
定
性
が
深

刻
な
問
題
と
し
て
浮
上
す
る

で
あ
ろ
う
。

　
本
書
で
は
銀
行
と
保
険
会

社
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、

長
期
に
わ
た
る
低
金
利
の
も

と
で
ど
の
よ
う
な
経
営
行
動

を
と
っ
て
い
る
か
を
探
っ
て

い
る
。

（
創
成
社
・
本
体
１
６
０
０

円
＋
税
）

著
者
（
こ
ふ
じ
・
や
す

お
）

商
学
部
教
授
。
金
融

論
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
。

あ
な
た
も
明
日
は
裁
判
員
!?

飯
考
行
・
裁
判
員

ラ
ウ
ン
ジ
編
著

　
専
修
大
学
法
社
会
学
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
は
、
２
０
１
４
年
末

か
ら
、
裁
判
員
ラ
ウ
ン
ジ
と

い
う
公
開
企
画
で
、
裁
判
員

経
験
者
の
体
験
を
聞
き
、
語

ら
っ
て
き
た
。
そ
の
や
り
取

り
が
、
裁
判
員
裁
判
実
施
10

年
を
機
に
書
籍
化
さ
れ
た
。

　
執
筆
者
は
、
裁
判
員
経
験

者
、
市
民
、
裁
判
官
、
弁
護

士
、
法
学
者
や
記
者
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
な
か
で

も
裁
判
員
経
験
者
（
計
18

人
）
に
よ
る
記
述
は
、
日
常

生
活
を
送
る
市
民
が
、
裁
判

員
に
選
ば
れ
て
刑
事
裁
判
に

参
加
し
、
有
罪
・
無
罪
と
量

刑
を
決
め
る
た
め
、
被
告
人

や
被
害
者
の
こ
と
を
懸
命
に

考
え
る
こ
と
で
、
犯
罪
が
自

身
と
無
縁
で
な
い
こ
と
に
思

い
い
た
る
経
過
を
伝
え
て
い

る
。

　
裁
判
員
を
務
め
た
く
な
い

と
い
う
市
民
は
な
お
多
い
。

敬
遠
に
は
、
裁
判
員
制
度
が

身
近
で
な
く
、
漠
然
と
し
た

不
安
感
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。
本

書
は
、
当
事
者
の
声
に
耳
を

傾
け
て
、
裁
判
員
裁
判
の
実

情
と
成
果
を
知
る
き
っ
か

け
に
な
ろ
う
。（
日
本
評
論

社
、本
体
１
７
０
０
円
＋
税
）

著
者
（
い
い
・
た
か
ゆ

き
）

法
学
部
教
授
。
法
社

会
学
。

　本学の学びの特

徴や学部学科の特

色、キャンパス情

報、就職や資格取

得の支援体制、入

試情報などを紹介

する「2020入学ガ

イド」＝写真＝を

５月下旬から配布

します。ご希望の

方は入学センター

インフォメーションまでお問い合わせくだ

さい。専修大学ホームページ（ＨＰ）では

デジタルパンフレットを公開、資料請求も

できます。

【神田キャンパス】☎03・3265・6677

【生田キャンパス】☎044・911・0794

【専修大学ＨＰ】https://www.senshu-u.

ac.jp/admission/digital.html

2020入学ガイド

　
５
月
22
日
（
水
）
15
時
か
ら
、
講
師
に
作
家
の
森
絵
都

さ
ん
を
迎
え
、
専
修
大
学
創
立
１
４
０
周
年
記
念
／
文
学

部
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
設
置
記
念
の
講
演
会
「
自
由
に

書
く
こ
と
、
語
る
こ
と
」
を
開
催
す
る
。
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
１
０
３
０
１
教
室
。
申
し
込
み
不
要
。
入
場
無
料
。

問
図
書
館
本
館
☎
０
４
４
・
９
１
１
・
１
２
７
４

『
疎
開
し
た
40
万
冊
の
図
書
』上
映
会

映画の解説をする植村教授＝４月24日

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

は
、
今
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
と

な
る
２
０
０
１
年
に
、
来
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
を
支
え

る
知
識
・
技
術
を
有
す
る
創

造
的
な
人
材
を
送
り
出
す
た

め
に
、
経
営
学
部
情
報
管
理

学
科
を
改
組
す
る
形
で
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
来
年
２
０
２

０
年
度
は
20
年
目
の
年
と
な

り
ま
す
。
こ
の
間
、
パ
ソ
コ

ン
か
ら
ス
マ
ホ
に
個
人
の
情

報
端
末
は
移
り
、
わ
れ
わ
れ

の
生
活
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

不
可
欠
の
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
３
０
０
０
人
を
超
え
る

本
学
部
の
卒
業
生
た
ち
が
、

進
歩
の
激
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
社
会
の
最
前
線
で
、
創
造

的
な
仕
事
や
活
動
を
し
て
活

躍
し
て
い
る
こ
と
は
、
と
て

も
誇
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
近
年
で
は
人
工
知

能
技
術
の
急
速
な
進
歩
が
あ

り
ま
す
が
、
技
術
と
人
間
社

会
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
発
展
さ

せ
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
き

た
本
学
部
へ
の
期
待
は
、
非

常
に
大
き
い
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

20
周
年
記
念
事
業
で
は
、

こ
れ
ま
で
本
学
部
が
成
し
て

き
た
こ
と
を
振
り
返
り
、
そ

れ
を
元
に
未
来
に
向
け
て
ど

の
よ
う
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し

て
い
く
べ
き
か
、
卒
業
生
、

在
学
生
、
そ
し
て
本
学
部
に

期
待
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
方
々
と
と
も
に
考
え
行

動
し
、
そ
の
成
果
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。
こ
の
事
業

が
、
30
年
、
40
年
と
価
値
あ

る
学
部
と
し
て
続
い
て
い
く

た
め
の
原
動
力
と
な
る
よ
う

に
し
て
い
く
所
存
で
す
。
本

年
度
は
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
年

と
な
り
ま
す
の
で
、
ア
イ
デ

ア
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
い
た
だ
け

る
よ
う
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
チ
ャ
ネ
ル
を
用
意
し

て
い
き
ま
す
。

20
周
年
記
念
事
業
と
、
そ

れ
を
元
に
本
学
部
の
教
育
活

動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
寄

付
金
の
募
集
も
始
め
ま
し

た
。
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

ネットワーク情報学部創設20周年

技術と社会の発展に寄与

記念事業募金ご協力のお願い

【募金目的】ネットワーク情報学部学生

の教育の充実のため

【募集期間】2021年３月末日まで

【お問い合わせ】ネットワーク情報学部

創設20周年記念事業実行委員会事務局

　　E-mail:net-20th-anniv@isc.sens

　　　　　 hu-u.ac.jp

▽募金の方法・免税について

　　募金局　☎03・3265・3157

※詳細はhttps://www.senshu-u.ac.jp

/education/faculty/network/20th-

anniv.html

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
基
礎
演
習
の
授
業
で
、
仮
想
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
作
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
取
り
組
む

学
生
た
ち

　
裁
判
員
制
度
が
始
ま
っ
て

今
年
で
10
年
を
迎
え
た
の
を

機
に
、
法
学
部
の
飯
考
行
教

授
（
法
社
会
学
）
と
裁
判
員

経
験
者
、
法
曹
関
係
者
ら
が

書
籍
『
あ
な
た
も
明
日
は
裁

判
員
!?
』（
下
段
に
紹
介
記

事
）
を
出
版
し
た
。
そ
の
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
４
月
20

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。

　
飯
教
授
ら
が
主
催
す
る

「
裁
判
員
ラ
ウ
ン
ジ
」
は
18

回
を
重
ね
、
裁
判
員
経
験
者

と
一
般
の
人
々
が
交
流
す
る

貴
重
な
場
と
な
っ
て
い
る
。

裁
判
員
ラ
ウ
ン
ジ
で
蓄
積
さ

れ
た
体
験
談
と
議
論
、
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
出
版
に
つ

な
が
っ
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
飯

教
授
が
裁
判
員
裁
判
の
意
義

に
つ
い
て
「
証
人
や
被
告
人

の
話
を
聞
い
て
判
断
す
る
法

廷
中
心
主
義
に
な
っ
て
き

た
」
と
指
摘
。
そ
の
上
で
、

①
無
罪
率
が
裁
判
員
裁
判
施

行
前
の
０
・
６
％
か
ら
０
・

９
％
に
微
増
②
刑
事
訴
訟
法

が
改
正
さ
れ
、
捜
査
段
階
の

取
り
調
べ
状
況
を
録
画
・
録

音
す
る「
可
視
化
・
透
明
化
」

の
実
現
｜
｜
な
ど
刑
事
裁
判

を
め
ぐ
る
変
化
を
説
明
し

た
。

　
こ
の
後
、
出
版
に

携
わ
っ
た
裁
判
員
経

験
者
や
法
曹
関
係

者
、
学
生
、
市
民
団

体
代
表
ら
が
発
言
。

現
在
弁
護
士
で
司
法

試
験
合
格
前
に
裁
判

員
に
な
っ
た
花
田
弘

介
さ
ん
は
「
裁
判
員

を
経
験
し
、
裁
判
員

ラ
ウ
ン
ジ
に
参
加
し

て
、
こ
の
体
験
を
弁

護
士
と
し
て
生
か
し

た
い
と
の
使
命
感
が

高
ま
っ
た
」
と
述
べ
た
。

　
本
学
大
学
院
法
学
研
究
科

２
年
次
の
杉
崎
千
春
さ
ん

は
、
法
学
部
の
学
生
だ
っ
た

当
時
か
ら
飯
ゼ
ミ
で
裁
判
員

ラ
ウ
ン
ジ
に
参
加
し
「
ラ
ウ

ン
ジ
で
は
裁
判
員
経
験
者
、

一
般
の
市
民
、
弁
護
士
に
加

え
、
裁
判
官
も
参
加
し
た
こ

と
が
あ
る
。
質
問
に
答
え
て

も
ら
い
、
司
法
と
の
距
離
感

が
縮
ま
っ
た
」
と
話
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
全
国
で
裁
判
員

に
選
ば
れ
た
の
は
１
０
０
０

人
に
１
人
程
度
の
割
合
で
、

裁
判
員
の
体
験
を
知
る
機
会

は
少
な
い
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
裁
判
員
経
験
者
の
声
を

社
会
で
広
く
共
有
す
る
こ
と

の
重
要
性
や
、
学
校
教
育
で

の
伝
え
方
な
ど
活
発
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
た
。

　
飯
教
授
は
「『
体
験
を
伝

え
た
い
』
と
い
う
裁
判
員
経

験
者
は
潜
在
的
に
一
定
数
い

る
。
裁
判
員
ラ
ウ
ン
ジ
は
そ

の
後
方
支
援
の
役
割
も
果
た

し
て
き
た
。
伝
え
る
場
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　
裁
判
員
ラ
ウ
ン
ジ
は
誰
で

も
無
料
で
参
加
で
き
る
。
日

程
な
ど
詳
細
は
裁
判
員
ラ

ウ
ン
ジ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.saibanhou

.com/lounge.html

）
へ
。

『
あ
な
た
も
明
日
は
裁
判
員
!?
』

出
版
記
念
シ
ン
ポ
開
催

飯教授（左端）をはじめ執筆者代表が登壇した

図
書
館
関
連

企
画
第
２
弾

森
絵
都
さ
ん
講
演
会

学
部
長

松
永
賢
次
ご
あ
い
さ
つ


